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第２章  教育行政

第１節 教育委員会 

 １ 教育委員会 

職 名 氏 名 就任年月日 職 業 備 考 

教育長 鈴木 淳一 
平成 28 年 

４月１日 
 福島市 

委 員 

教育長職

務代理者

(29.12.24～) 

高橋 金一 

平成 27 年 

12月 27日 

（２期目） 

弁護士 郡山市 

委 員 浅川 なおみ 
平成 27 年 

４月１日 

ピアノ 

教 室 

主 宰 

白河市 

委 員 蜂須賀 禮子 

平成 28 年 

10月 19日 

（２期目） 

生 花 

販 売 
大熊町 

委 員 正木 好男 
平成 29 年 

12月 24日 

会 社 

顧 問 
いわき市 

委 員 岩本 光正 
平成 28 年 

10月 19日 

会 社 

取締役 
会津若松市 

 

 ２ 審議事項 

   ４月定例会(30.4.20) 

○ 審議事項 

⑴ 教職員の懲戒処分について 

⑵ 教職員の懲戒処分について 

⑶ 教職員の懲戒処分について 

⑷ 平成３１年度福島県公立学校教員採用予定者数につ 

 いて 

○ 報告事項 

⑴ 平成３０年度福島県立高等学校入学者選抜の結果に 

 ついて 

⑵ 平成３０年度福島県立特別支援学校高等部入学者選 

 抜の結果について 

⑶ 訓告処分等について 

⑷ 訴訟判決について 

○ 協議事項 

⑴ ｢県立高等学校改革基本計画（2019 年度～2028 年度）｣ 

（案）について 

 

   ５月定例会(30.5.18) 

○ 審議事項 

⑴ 福島県いじめ問題対策委員会委員の委嘱について 

⑵ 県立高等学校改革基本計画（2019年度～2028年度） 

 について 

⑶ 教職員の懲戒処分について 

⑷ 教職員の懲戒処分について 

⑸ 教職員の懲戒処分について 

 

⑹ 教職員の懲戒処分について 

⑺ 教職員の懲戒処分について 

⑻ 教職員の懲戒処分について 

○ 報告事項 

⑴ 平成３１年度使用教科用図書の採択等に関する答申 

 について 

⑵ 訓告処分等について 

 

   ６月定例会(30.6.15) 

○ 審議事項 

⑴ 平成３１年度使用教科用図書調査研究資料について 

⑵ 教育長臨時代理による処理の承認について 

⑶ 工事請負契約の一部変更案について 

⑷ 損害賠償の額の決定及び和解案について 

 ⑸ 福島県社会教育委員の任命について 

○ 報告事項 

  ⑴  訓告処分等について 

 

   ７月定例会(30.7.20) 

○ 報告事項 

  ⑴ 訓告処分等について 

   

   ８月定例会(30.8.24) 

○ 審議事項 

  ⑴ 平成２９年度福島県教育委員会の事務の管理及び執 

行状況の点検・評価結果について 

  ⑵ 平成３１年度使用県立中学校の教科用図書の採択に 

ついて 

  ⑶ 平成３１年度使用県立特別支援学校小学部・中学部 

の教科用図書の採択について 

 ⑷ 教職員の懲戒処分について 

○ 報告事項 

  ⑴ 平成３１年度市町村公立義務教育諸学校における校 

長再任用の実施について 

  ⑵ 訓告処分等について 

 

   ９月定例会(30.9.13) 

○ 審議事項 

⑴ 平成３１年度福島県立中学校入学者選抜について 

⑵ 平成３１年度福島県立高等学校入学者選抜について 

⑶ 平成３１年度福島県立特別支援学校高等部入学者選 

抜について 

⑷ 教職員の懲戒処分について 

⑸ 平成３０年度教育・文化関係表彰について 

⑹ 福島県立博物館運営協議会委員の任免について 

⑺ 平成３０年度福島県指定文化財の指定に係る諮問に 

 ついて 
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⑻ 平成３１年度福島県公立学校実習助手採用予定者数 

 及び平成３１年度福島県公立学校寄宿舎指導員採用予 

定者数について 

⑼ 平成３０年度９月補正予算案（教育委員会関係部分） 

 について 

⑽ 工事請負契約案について 

⑾ 福島県立会津学鳳中学校の入学検定料に関する条例 

の一部を改正する条例案について 

⑿ 福島県立会津学鳳中学校条例の一部を改正する条例 

 案について 

○ 報告事項 

⑴ 訓告処分等について 

 

   10 月定例会(30.10.19) 

○ 審議事項 

⑴ 福島県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正 

する規則について 

⑵ 平成３１年度福島県立学校生徒募集定員について 

⑶ 教職員の懲戒処分について 

⑷ 教職員の懲戒処分について 

⑸ 平成３０年度教育・文化関係表彰について 

⑹ 平成３１年度人事異動方針及び各人事異動実施要項 

 について 

⑺ 平成３１年度福島県公立学校教員採用候補者選考試 

 験について 

○ 報告事項 

 ⑴  訓告処分等について 

 

   11 月定例会(30.11.22) 

○ 審議事項 

⑴ 福島県教育委員会の権限に属する事務の委任等に関 

 する規則の一部を改正する規則について 

⑵ 福島県立会津学鳳中学校の入学検定料の免除に関す 

 る規則の一部を改正する規則について 

⑶ 福島県立会津学鳳中学校学則の一部を改正する規則 

 について 

⑷ 平成３０年度１２月補正予算案（教育委員会関係部 

 分）について 

⑸ 公の施設の指定管理者の指定案について 

⑹ 公の施設の指定管理者の指定案について 

⑺ 公の施設の指定管理者の指定案について 

⑻ 工事請負契約の一部変更案について 

⑼ 教育長臨時代理による処理の承認について 

⑽ 平成３０年度中学生・高校生の科学・技術研究論文 

 野口英世賞の受賞者について 

⑾ 平成３０年度中学生・高校生の国際理解・国際交流 

 論文朝河貫一賞の受賞者について 

○ 報告事項 

 ⑴ 訓告処分等について 

  ⑵ 訴訟判決について 

 

   12 月定例会(30.12.21) 

○ 審議事項     

⑴ 技能労務職員の給与及び勤務時間等に関する規則の 

 一部を改正する規則について 

⑵ 教科用図書採択地区を設定した件の一部改正につい 

 て 

⑶ 教職員の懲戒処分について 

⑷ 福島県立美術館運営協議会委員の任命について 

⑸ 教育長臨時代理による処理の承認について 

⑹ 教育長臨時代理による処理の承認について 

⑺ 教育長臨時代理による処理の承認について 

⑻ 退職手当の支給制限について 

○ 報告事項 

  ⑴  訓告処分等について 

 

   １月定例会(30.1.18) 

○ 審議事項     

⑴ 平成３０年度教育・文化関係表彰について 

⑵ 教育長臨時代理による処理の承認について 

⑶ 平成３１年度福島県公立学校実習助手採用候補者選 

考試験の合格者について 

⑷ 平成３１年度福島県公立学校寄宿舎指導員採用候補 

 者選考試験の合格者について 

⑸ 教職員の懲戒処分について 

○ 報告事項 

  ⑴ 訓告処分等について 

  ⑵ 平成３１年度人事異動（教員系）について 

○ 協議事項 

⑴ 県立高等学校改革前期実施計画素案について 

 

   ２月定例会(31.2.8) 

○ 審議事項     

⑴ 福島県自然の家条例の一部を改正する条例の福島県 

郡山自然の家に係る施行期日を定める規則について 

⑵ 福島県いわき海浜自然の家に係る福島県自然の家条 

例施行規則の一部を改正する規則について 

⑶ 教育職員の免許状に関する規則の一部を改正する規 

則について 

⑷ 福島県立高等学校学則の一部を改正する規則につい 

て 

⑸ 福島県立学校の管理運営に関する規則の一部を改正 

 する規則について 

⑹ 福島県立高等学校の通信教育に関する規則の一部を 

 改正する規則について 

⑺ 県立高等学校改革前期実施計画について 

⑻ 平成３１年度当初予算案（教育委員会関係部分）に 

 ついて 

⑼ 福島県立美術館条例の一部を改正する条例案につい 

て 

⑽ 福島県立博物館条例の一部を改正する条例案につい 

 て 
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⑾ 福島県自然の家条例の一部を改正する条例案につい 

て 

⑿ 工事請負契約の一部変更案について 

○ 報告事項 

  ⑴ 訓告処分等について 

○ 協議事項 

 ⑴ 平成３１年度人事異動（教員系）について 

 

   臨時会(31.2.26) 

○ 審議事項     

⑴ 福島県地域学校活性化推進構想について 

⑵ 教育長臨時代理による処理の承認について 

⑶ 平成３１年度教育庁職員（課室長以上・教育事務所 

長）及び教育機関の長（教員系）の人事について 

⑷ 平成３１年度市町村公立学校長の人事について 

⑸ 平成３１年度県立学校長の人事について 

○ 報告事項  

⑴ 平成３１年度教育庁及び教育機関の主要職員（教員 

 系）の人事について 

⑵ 平成３１年度市町村公立学校副校長及び教頭の人事 

 について 

⑶ 平成３１年度県立学校副校長及び教頭の人事につい 

 て 

 

  ３月定例会(31.3.22) 

○ 審議事項 

⑴ 教職員の懲戒処分について 

⑵ 教職員の懲戒処分について 

⑶ 教職員の懲戒処分について 

⑷ 教職員の懲戒処分について 

⑸ 頑張る学校応援プランについて 

⑹ 第６次福島県総合教育計画平成３１年度アクション 

 プランについて 

⑺ 福島県教育委員会文書等管理規則の一部を改正する 

 規則について 

⑻ 福島県自然の家組織規則の一部を改正する規則につ 

 いて 

⑼ 福島県教育庁組織規則の一部を改正する規則につい 

 て 

⑽ 学校教育法施行細則の一部を改正する規則について 

⑾ 福島県指導不適切認定の手続等に関する規則の一部 

 を改正する規則について 

⑿ 福島県立高等学校学則の一部を改正する規則につい 

 て 

⒀ 福島県立中学校学則の一部を改正する規則について 

⒁ 福島県教育センター組織規則の一部を改正する規則 

 について 

⒂ 福島県指定文化財の指定について 

⒃ 福島県立博物館長の委嘱について 

⒄ 福島県立博物館運営協議会委員の任命について 

⒅ 福島県文化財保護審議会委員の委嘱について 

⒆ 教科用図書選定審議会委員の任命について 

⒇ 平成３１年度教育庁職員（課室長以上・教育事務所 

 長）及び教育機関の長の人事について 

(21)  平成３１年度市町村公立学校長の人事について 

(22) 平成３１年度県立学校長の人事について 

 (23) 平成３０年度教育・文化関係表彰について 

 (24) 教育長臨時代理による処理の承認について 

 (25) 退職手当の支給制限について 

○ 報告事項 

⑴ 教職員多忙化解消アクションプランについて 

⑵ 平成３１年度教育庁及び教育機関の職員の人事につ 

 いて 

⑶ 平成３１年度市町村公立学校教職員の人事について 

⑷ 平成３１年度県立学校教職員の人事について 

⑸ 平成３２年度福島県公立学校教員採用候補者選考試験 

 について 

⑹ 訓告処分等について 
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第２節 教育庁組織  

 理事兼教育次長（業務）      大沼  博文 

政策監             熊田   孝 

 県立高校改革監         岡崎  拓哉 

 教育庁参事（人事・企画）    永田  嗣昭 

 

課 室 名 職  名 課長等名 

教育総務課 課長 

庁主幹兼副課長 

庁企画主幹兼副課長 

髙橋  洋平 

工藤  宇裕 

郡司   完 

財務課 課長 

主幹兼副課長 

大楯  一夫 

佐藤  純二 

施設財産室 室長 

主幹 

蓬田  慎一 

舟山  真吾 

職員課 課長 

主幹兼副課長 

主幹 

奥寺  洋暁 

中野   茂 

角田  禎雄 

福利課 課長 長根 由里子 

社会教育課 庁参事兼課長 

主幹兼副課長 

主幹 

菊池  篤志 

遠藤   仁 

渋川  卓也 

文化財課 課長 

主幹兼副課長 

鈴木  俊明 

鈴木  秀寿 

義務教育課 

 

庁参事兼課長 

主幹兼副課長 

主幹 

主幹 

佐藤  秀美 

浅倉   孝 

石幡  良子 

板橋  竜男 

高校教育課 課長 

主幹兼副課長 

主幹 

主幹 

小島   稔 

永澤  英樹 

森下 陽一郎 

遠藤  利晴 

県立高校改革室 室長 柳沼  英樹 

特別支援教育課 課長 

主幹兼副課長 

主幹 

小檜山 宗浩 

西村  則昌 

酒井  浩樹 

健康教育課 課長 

主幹兼副課長 

主幹 

佐藤  浩哉 

國分  亮子 

佐々木 理夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

教育事務所 

教育事務所 所長・次長名 課 長 名 

県  北 所長   渡辺 惣吾 

次長(総) 大竹 伸明 

次長(業) 伏見 珠美 

 

総務社会教育(兼) 

学校教育(兼) 

 

大竹 伸明 

伏見 珠美 

県  中 所長     福地  裕之 

次長(総) 伊藤 利行 

次長(業) 内田 恒一 

 

総務社会教育(兼) 

学校教育(兼) 

  

伊藤 利行 

内田 恒一 

県  南 所長   阿部  央 

次長(総) 馬目 常寿 

次長(業) 小玉 昭男 

 

総務社会教育(兼) 

学校教育(兼) 

 

馬目 常寿 

小玉 昭男 

会  津 所長   近藤 静雄 

次長(総) 浦野 昭浩 

次長(業) 石本 浩一 

 

総務社会教育(兼) 

学校教育(兼) 

 

浦野 昭浩 

石本 浩一 

南 会 津 所長      佐藤 則之 

次長(総) 高橋 正敏 

次長(業) 井上久仁夫 

 

総務社会教育(兼) 

学校教育(兼) 

 

高橋 正敏 

井上久仁夫 

相  双 所長     佐藤 由弘 

次長(総) 島  裕之 

次長(業) 塙  広治 

 

総務社会教育(兼) 

学校教育(兼) 

 

島  裕之 

塙  広治 

い わ き 所長   林  和樹 

次長(総) 白井 一章 

次長(業) 塚本 英樹 

 

総務社会教育(兼) 

学校教育(兼) 

 

白井 一章 

塚本 英樹 

 

所管教育機関等 

教育機関名 所館長名 次 長 等 名 

福島県教育センター 加藤 知道 

次長 

菅野 昭人 

総務管理部長(兼） 

菅野 昭人 

研究・研修部長 

味原 正美 

福島県特別支援教育センター 鈴木 基之 

主幹兼事務長 

立花 敏孝 

企画事業部長 

西牧 辰典 

福島県立図書館 杉浦 孝幸 
副館長 

   齋藤 圭一 

福島県立美術館 早川 博明 
副館長 

鶴見 宏幸 

福島県立博物館 赤坂 憲雄 
副館長 

星  貴文 

福島県郡山自然の家 平久井 淳 
主幹兼次長 

森谷 吉博 

福島県会津自然の家 渡部 光毅 
次長 

    宍戸 佐壽 
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第３節 企画調整 

 １ 教職員現職教育計画の策定 

⑴ 福島県公立学校教職員現職教育計画 

  教職員現職教育担当者会議を開催し､平成 31年度の教職 

員研修計画及び研究学校(地区)指定計画について、策定に 

関する協議や関係課・所間の調整を行い､｢福島県公立学校

教職員現職教育計画｣を策定した｡ 

⑵ 策定計画
 
   

回 開催期日 会議の場所 議事及び協議の概要 

第１回 

 

元.6.6 

 

西庁舎 12階

仮設会議室 

○平成 31 度教職員現職教育

計画作成日程について 

○平成 31 年度教職員現職教 

育計画策定に向けた全体 

及び各課・所の検討事項に

ついて 

   ○平成 31 年度教職員現職教 

育計画作成方針を踏まえ、

関係課・所において、予算

化等を見通した研修の改

善及び新設、変更、廃止の

案の検討について 

第２回 元.9.3 

 

西庁舎 12階

仮設会議室 

○第１回会議の確認事項に 

ついて 

○各課・所における予算化 

等を見通した具体的計画 

案について 

○平成 31 年度教職員現職教 

育計画修正案作成の関係 

課・所への依頼について 

⑶ 構成員 

教育総務課 

  企画主幹兼副課長、主任主査 

社会教育課 

  主幹、主任社会教育主事、社会教育主事兼指導主事 

義務教育課 

  課長、主幹、主任管理主事、主任指導主事、管理主事、 

  指導主事 

健康教育課 

  主幹、主任指導主事、主任栄養技師、指導主事 

特別支援教育課 

   主幹兼副課長、主任指導主事、管理主事、指導主事 

高校教育課 

  課長、主幹、主任管理主事、主任指導主事、管理主事、 

  指導主事 

教育センター 

  研究・研修部長、主任指導主事、指導主事 

特別支援教育センター 

 企画事業部長、主任指導主事 

２ 調整事務 

⑴ 教育庁内企画・調整事務 

 ア 総合教育計画に関する連絡調整 

 イ 県教委重点施策に関する連絡調整 

 ウ 県教委点検・評価に関する連絡調整 

 エ 県重点事業に関する連絡調整 

 オ 県重点施策評価に関する連絡調整 

 カ 政府予算対策に関する連絡調整 

 キ 双葉地区教育構想推進事業に関する連絡調整 

⑵ 知事部局との調整事務 

 ア 総務部 

     行財政改革推進本部、総合教育会議、風評・風化プロ 

   ジェクトチーム 

 イ 危機管理部 

   安全で安心な県づくり推進庁内連絡会議 

  ウ 企画調整部 

     県総合計画・復興計画関係、施策評価関係、県重点事

業関係、政府予算対策活動関係、過疎・中山間地域経営

戦略本部会議、エネルギー政策検討会、電子社会推進本

部会議、政策調整会議、避難地域復興推進会議、新生ふ

くしま復興推進本部会議、地産地消推進会議、地域創生

・人口減少対策本部会議、原子力損害対策協議会、復興

対策推進プロジェクトチーム、渇水対策連絡会議、東京

オリンピック・パラリンピック関連事業推進本部会議、

東京 2020オリンピック聖火リレーふくしま実行委員会 

 エ 生活環境部 

    ユニバーサルデザイン推進本部会議、青少年健全育成

推進本部、環境影響評価庁内連絡会議、循環型社会形成

庁内推進会議、景観形成推進庁内連絡会議、特定外来生

物対応庁内連絡会議、野生鳥獣被害対策庁内連絡会議、

男女共同参画推進本部会議、環境・エネルギー施策推進

庁内連絡会議、ふくしま地球温暖化対策推進本部会議、

除染・廃棄物対策推進会議 

 オ 保健福祉部 

     子育て支援推進本部会議、高齢社会対策推進本部会議 

青少年育成推進本部幹事会議 

 カ 商工労働部 

企業誘致・立地企業振興対策本部会議、商業まちづく

り推進調整会議 

 キ 農林水産部 

   ふくしまから はじめよう。「食」と「ふるさと」新生

運動、第 69回全国植樹祭庁内連絡会議 

 ク 土木部 

県内建設業振興に係る庁内連絡会議 

 ケ 警察本部 

     福島県被害者等支援連絡協議会 
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第４節 広報・広聴 

 １ 教育委員会だより 

⑴ 編集方針 

  教育庁の新陣容や教育行政の諸領域の中から広報を要す

る事項及び教職員に周知させる必要のあるものを掲載し、

教育委員会施策の徹底を図る。 

⑵ 内容 

  県教育委員会重点施策、県教育委員会所管予算、県教育

委員名簿・県教育庁新陣容、県教育庁の組織及び電話番号

一覧 

⑶ 規格・部数 

 ア 規格  Ａ4判 ４ページ 

 イ 部数  4,000部 

⑷ 配布対象 

   市町村教育委員会、県内公立学校、私立団体連合会、各

教育関係機関、北海道・東北各県教育委員会等 

⑸ 発行時期 

  ４月に発行 

 

 ２ 教育年報 

⑴ 編集方針 

平成 29 年度の県教育行政の成果を記録し、将来に残る

公的記録として保存する。 

⑵ 内容 

   平成 29年度の本県教育行政の実績 

⑶ 規格・部数 

 ア 規格  Ａ4判 264ページ 

 イ 部数  150部 

⑷ 配布対象 

市町村教育委員会、各教育関係機関 

 

 ３ 福島県の教育 

⑴ 編集方針 

本県教育の実績と教育行政の要点を図式化して掲載し、 

教育庁への来訪者等に配布し、本県教育に対する理解を図る。 

⑵ 内容 

   本県教育の実情及び教育行政の要点 

⑶ 規格・部数 

 ア 規格  Ａ4判 ８ページ カラー 

 イ 部数  950部 

⑷ 配布対象 

  教育機関への来訪者、市町村教育委員会、県内公立学 

校、各教育関係機関、各都道府県教育委員会等 

 

 

 

 

 

 ４ ふくしま教育ニュース 

⑴ 編集方針 

県教育委員会の教育行政施策、実績等を県民、特に保護

者を対象として伝えることにより、本県教育に対する理解

を図る。７月・１１月の年２回発行した。 

⑵ 内容 

 ア  第 50号（7月発行） 

学びのスタンダード（ふくしまの「授業スタンダード」･「家庭学習スタンダード」） 

避難指示解除等に伴う地元での学校再開 

福島イノベーション・コースト構想を担う人材育成 

県立高等学校改革基本計画策定 ４つの基本方針 

ふくしまっ子ごはんコンテスト 

朝河貫一博士没後 70年記念シンポジウム 

中学生･高校生の科学･技術研究論文「野口英世賞」募集 

中学生･高校生の国際理解･国際交流論文「朝河貫一賞」募集 

夜間中学 

ふくしま子どもＬＩＮＥ相談 

相談窓口の案内  

イ  第 51号（11 月発行） 

福島県立ふたば未来学園中学校開校 

通学路の緊急合同安全点検 

ふくしま学力調査（平成31年4月開始） 

算数・数学科コアティーチャー授業研究会 

福島イノベーション・コースト構想を担う人材育成 

特別支援学校地域支援センターの取組 

新たな県立高等学校入試制度 

相談窓口の案内 

⑶ 規格・部数 

 ア 規格  Ａ4判 4ページ カラー 

 イ 部数  第 50号 245,000部 

       第 51号 235,000部 

⑷ 配布対象 

  県内公立学校の全保護者、県外に避難している児童生徒 

の保護者、私立幼稚園及び小・中・高等学校、市町村教育

委員会、各教育関係機関等 
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５ 教育庁各課・所・館の広報誌・紙 

課･所 
･館名 

広報誌・紙名 内    容 
発行 
回数 

判 ページ 発行部数 配 布 対 象 

教 

育 

総 

務 

課 

福 島 県 の 教 育 

 

本県教育の実情及び教育行

政の要点を図式化して表示
 

１ Ａ４ 8 950 教育機関への来訪者、

教育関係機関等 

教育委員会だより
 
県教育長あいさつ、教育施

策及び予算、県教育委員名

簿、県教育庁新陣容、組織

及び電話番号
 

１ Ａ４ 4  4,000 県内公立学校、私学団

体連合会、教育関係機

関等 

 

教 育 年 報
 
前年度の県教育行政の実績 １ Ａ４ 264 

 

150 

 

市町村教委、教育関係

機関等 

ふ く し ま 

教 育 ニ ュ ー ス 

県教育委員会の教育行政施

策、実績、事業のお知らせ

等 

２ Ａ４ 4 

 

第 50号 

245,000 

第 51号 
 235,000  

県内公立学校の全保

護者・教職員、教育関

係機関等 

福
利
課 

ふ く し ま 

福 利 だ よ り 

教職員の福利・厚生事業の

紹介等 

４ Ａ４ 20 

12 

各 20,600 

 

全教職員（6月、9 月）
 

（12月、3月） 

社
会 

教
育
課 

社  会  教  育
 

社会教育に関する情報、活

動状況の取りまとめ
 

１ Ａ４ 14 － 

 

Webサイトに掲載
 

 

高
校
教
育
課 

県
立
高
校
改
革
室 

ふたば未来学園中

学校パンフレット 

新しく開校するふたば未来

学園中学校の教育内容 

１ Ａ４ 
12 6000 

県内小学校及び保護

者、教育関係機関 

ふたば未来学園中

学校ポスター 

ふたば未来学園中学校の開

校案内 

１ Ａ２ 

1 3000 

県内小学校及びコン

ビニ、スーパーマーケ

ット等 

教 

育 
セ 

ン 

タ 

ー 

要 覧 

 

教育センターについての沿

革、設置の趣旨、組織、予

算、事業内容を掲載 

１ Ａ４ 20 160 

 

学校、関係機関 

所報ふくしま「窓」
 
教育関係者の提言や県内教

員の教育研究等についての

紹介及び教育センターから

の案内 

２ Ａ４ 8 － Webサイトに掲載
 

研  究  紀  要 

 

研究の成果をとりまとめて

刊行し、本県学校教育の向

上に資する。 

１ Ａ４ 72 1,000 学校、関係機関 

 

長 期 研 究 員 

個人研究報告書 

長期研究員の個人研究の成

果をとりまとめた報告書 

１ Ａ４ 146 150 関係機関 

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー 

リ ー フ レ ッ ト 事業内容・研修講座名等 １ Ａ５ 4 100 来所者 

Webサイトに掲載 

所報 

特 別 支 援 教 育 

センターの取組や国内外の

教育動向等 

１ Ａ４ 26 200 

 

関係機関
 

要   覧
 

沿革、事業体系、事業概要、

施設・設備 

１ Ａ４ 16 

 

50 

 

関係機関 

研  究  紀  要
 

調査研究・教育研究及び長期

研究員の個人研究の成果報告
 

１ Ａ４ 60 120 関係機関 

Webサイトに掲載
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課･所 
･館名 

広報誌・紙名 内    容 
発行 
回数 

判 ページ 発行部数 配 布 対 象 

図 

書 

館 

館 報 あ づ ま 図書館業務の広報 １ Ａ４ 6 500 図書館・関係機関 

福島県立図書館 

要 覧 

県立図書館の概況
 

１ Ａ４ 22 － Webサイトに掲載
 

美 

術 

館 

美術館ニュース
 

ART IMFORMATION 

企画展・普及事業等の案内 ６ Ａ４三折  各 11,000 関係機関、来館者等
 

ミ ュ ー ジ ア ム 

カ レ ン ダ ー 

年間事業紹介
 

１ Ｂ５ 33,000 

 

 関係機関、来館者等
 

博 
 

物 
 

館 

県立博物館年報
 

前年度の事業実績
 

１ Ａ４ 98 400 関係機関
 

月 行 事 予 定 表
 

月行事予定 ６ Ａ４ 1 各 14,000 関係機関 

博 物 館 だ よ り 行事予定、企画展案内、講

演要旨等 

４ Ａ４ 8 各 4,000 学校、関係機関 

企画展ポスター・ 

リ ー フ レ ッ ト 

企画展３回分・次年度企画

展１回分 

４ ポスターＢ２ 

リーフレットＡ４ 

 12,500 

286,000 

学校、関係機関 

関係機関、来館者等 

年間催し物案内 主催行事などの紹介 

 

１ 220×400 

観音折り 

 45,000 関係機関、来館者等 

 

自 
 

然 
 

の 
 

家 

企 画 事 業 案 内 

(郡  山) 

企画事業内容、実施期日、

対象等 

１ Ａ４ 1 － Webサイトに掲載
 

会津自然の家だより 

（会  津) 

企画事業内容、実施期日、

対象等 

１ Ａ４ 1 － Webサイトに掲載
 

利 用 案 内 

(い わ き) 

施設概要、利用方法等 １ Ａ４ 32 500 関係機関
 

し  お  ね 

(い わ き) 

企画事業内容、実施期日、

対象等 

１ Ａ４ 8 2,000 関係機関
 

リ ー フ レ ッ ト 

(い わ き) 

施設概要、全体図等
 

１ Ａ３ 2 1,000 関係機関
 

文
化
財
セ
ン
タ
ー 

白 
 

河 
 

館 

年      報
 

沿革、事業の概要、入館者

統計、予算等 

１ Ａ４ 34 500 関係機関
 

 

ま ほ ろ ん 通 信
 

イベントの内容、体験学習 ４ Ａ４ 4 各 4,000 関係機関、利用者等
 

研 究 紀 要
 

学芸員の調査、研究成果の

報告 

１ Ａ４ 154 500 関係機関
 

 

６ 記者発表及び資料提供(投げ込み)件数      

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計 

記者発表 1 - - -  1 - - - 1 1 1 - 5 

資料提供 24 17 17 32 14 20 36 32 35 21 31 29 308 
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７ 教育フォーラム                           

⑴ 目的 

  県民各層との対話を通して、多様化している県民の意向

を積極的かつ多角的に把握し、県民と一体となった開かれ

た教育を推進するために実施した。 

  今年度は、高校生が地域課題探究活動・社会貢献活動等

を行う中で発見した地域の課題に対して、高校生ならでは

の視点による課題解決に向けた学習体験の発表を通して、

本県教育施策への理解促進を図った。 

⑵ テーマ 

  「ふくしまの高校生が、日本を元気にする。 

－平成30年度ふくしま高校生社会貢献活動コンテスト－」 

（共同開催） 

⑶ 内容 

 ア  開催形態 

開会式、プレゼンテーション（10 グループ）、 

審査員から各グループへの質疑、 

ミニコンサート（弦楽四重奏）、審査結果発表、 

表彰、審査員講評、閉会式 

イ 会場 

福島大学 

 共生システム理工学類 後援募金記念棟会議室 

ウ 開催日時 

平成 30年 12月９日（日）10:00～15:30 

エ 出席者 

(ｱ) プレゼンテーション（順不同） 

会津学鳳高校 美術部 

会津農林高校 早乙女踊り保存クラブ 

岩瀬農業高校 ヒューマンサービス科 農福連携実践班 

湖南高校 学術研究部 

桜の聖母学院高校 インターアクト部 

（ボーイスカウト福島第１団ベンチャー隊） 

サンキュー・カンボジア・プロジェクト（個人） 

相馬農業高校 油菜ちゃんプロジェクトチーム 

平工業高校 生徒会 

チーム石高（学校の枠を超えたグループ） 

One Teens！ 実行委員会（学校の枠を超えたグループ） 

(ｲ) 審査委員長 

塩谷 弘康 （福島大学 副学長、アドミッション 

センター長、行政政策学類教授） 

(ｳ) 審査員 

小島  稔 （福島県教育庁 高校教育課長） 

  小田 礼子 （ヤフー株式会社 社会貢献事業本部 

シニアマネージャー） 

  小林奈保子 （なみとも 代表） 

  鈴木  学 （福島大学 総合教育研究センター  

特任准教授） 

  (ｴ) 進行  

    福島県立安積高等学校 放送部 3 名 

 

  (ｵ) ミニコンサート（弦楽四重奏） 

    福島県立安積高等学校 弦楽合奏部 4 名 

   (ｶ) 福島県教育委員会 

    浅川 なおみ（県教育委員会委員） 

岩本 光正（県教育委員会委員） 

鈴木 淳一（県教育委員会教育長） 

大沼 博文（理事兼教育次長） 

熊田  孝（政策監） 

岡崎 拓哉（県立高校改革監） 

永田 嗣昭（教育庁参事） 

髙橋 洋平（教育総務課長） 

菊池 篤志（庁参事兼社会教育課長） 

佐藤 秀美（庁参事兼義務教育課長） 

柳沼 英樹（県立高校改革室長） 

(ｷ) 参加者  約１８０名 

 

８ 「ふくしま教育の日」啓発推進事業 

県民の教育に対する理解､関心を高め､学校教育､社会教育

及び文化の充実､発展を期するため､平成 15 年３月にふくし

ま教育の日条例を制定し､ふくしま教育の日(11 月１日) 及び

ふくしま教育週間(11 月１日∼ ７日)を設けている｡当該期間

を含むその前後の期間において｢教育の日｣の趣旨にふさわし

い取組が実施されるよう､市町村や関係機関に働きかけた。さ

らに、福島県教育委員会ウェブサイトに実施計画を掲載し、

広く県民に参加を呼びかけた。 

 

９ 「県庁に みんなの声を 届けよう！」プロ

ジェクト 

子どもたちの県政に対する理解と関心を深めるとともに、

将来の復興の主体としての意識を喚起することを目的として

実施した。子どもたちが「ふくしまのよりよい未来をつくる

ために～子どもたちの提言～」をまとめ、知事や教育長等の

前で発表する機会を設定することにより、県政に子どもが参

画する機会とした。テーマは、『ふくしまの未来』で実施し

た。 

⑴ 日時  平成 30 年８月３日(金) 12:45～16:00 

⑵ 参加者 小学５・６年生３１名、引率者２９名 

⑶ 内容   

ア 子ども未来会議（ミニ講話・グループワーク） 

   グループごとのテーマ（４班編制） 

「ふくしまの未来の『学校』･『農業』･『商工業』 

･『まちづくり』」 

イ 発表・意見交換（知事及び教育委員へ） 
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第５節 調査統計 

  平成 30 年度において実施した調査統計事業は､次のとおりで

ある。 

１ 学校統計要覧 

平成 30年 5月 1日現在で調査した「学校基本調査」(指定統

計 13 号)の調査結果及び県独自に実施している進路状況等に

関する調査結果に基づき、学校数、児童生徒数、教職員等の基

本的事項や県内の中学生・高校生の進路状況等を収録した「学

校統計要覧」を作成し、県教委ホームページで公開した。 

 

２ 社会教育調査（基幹統計） 

この調査は、社会教育行政に必要な社会教育に関する基本

的事項を明らかにすることを目的として、文部科学省が実施

したものである。 

 
３ 地方教育費調査（一般統計） 

 この調査は､平成 29 会計年度において､学校教育､社会教

育、生涯学習関連及び教育行政における県及び市町村(教育事

務組合を含む｡) から支出された経費並びに授業料等の収入

の実態及び地方教育行政機関の組織等の状況を明らかにし､

教育諸施策を検討・立案するための基礎資料を得ることを目

的として文部科学省が実施したものである。 

 

４ 子供の学習費調査（一般統計） 

  この調査は、子どもを公立または私立の学校に通わせてい

る保護者が、子どもの学校教育及び学校外活動のために支出

した経費並びに世帯の年間収入の実態をとらえることを目的

に文部科学省が実施したものである。 

 

５ 進路状況等に関する調査 

  この調査は、中学校・高等学校生徒の進路希望及び卒業後

の状況を調査し、進路指導及び高等学校の適正配置計画並び

に課程・学科等の整備計画の基礎資料を得ることを目的とし

た県単独調査である。 

 

第６節 教職員の給与 

 平成 30年度の教職員の給与改定については、平成 30年 10

月 2日の県人事委員会給与勧告に基づき、給料月額及び諸手

当について、平成 30年 12月県議会及び平成 31 年 2月県議会

において、給与条例等の一部改正が提案され、議決・公布さ

れた。その概要は、次のとおりである。 

 

 １ 給料関係 

⑴ 給料月額（平成 30年 4月 1日適用） 

全ての給料表において、若年層に重点を置いて給料月額

が引き上げられた。 

⑵ 給料の調整額 

 ア 調整基本額（平成 30年 4月 1日適用） 

給料月額の改定に伴い、一部の調整基本額が改められた。 

 

 イ 勤務公署等（平成 31年 4月 1日施行） 

高等学校における通級指導の実施及びふたば未来学園中

学校の開校に伴い、適用となる勤務公署等が改められた。 

⑶ 昇格時号給対応表（平成 30年 4月 1日適用） 

給料表の改定に伴い、昇格時号給対応表の一部が改めら

れた。 

⑷ 降格時号給対応表（平成 30年 4月 1日適用） 

給料表の改定に伴い、降格時号給対応表の一部が改めら

れた。 

⑸ 昇格及び降格の基準（平成 31 年 3月 25日施行） 

特２級に係る昇格及び降格の基準が定められた。 

⑹ 等級別職務表（平成 31年 4月 1 日施行） 

特２級に係る等級別基準職務表に掲げる職務と同程度の

職務が定められた。 

⑺ 年令別最低保障給基準（平成 31年 4 月 1 日適用） 

技能労務職給料表の適用を受ける職員の年令別最低保障

給基準表等が改められた。 

 

 ２ 諸手当関係 

⑴ 扶養手当（平成 31 年 4月 1日適用） 

配偶者及び父母等の手当額が次のとおり改められた。 

区 分 手当額 

配偶者 行政職給料表 7級以下相当 6,500円 

行政職給料表 8級以上相当 3,500円 

子 各 10,000円 

特定期間にある子の加算額 各 5,000円 

父母等 

 

行政職給料表 7級以下相当 各 6,500円 

行政職給料表 8級以上相当 各 3,500円 

 

⑵ 通勤手当（平成 31年 4月 1日適用） 

自動車等交通用具使用者の手当額が次のとおり改められた。 

片道の 

自動車等の 

使用距離 

手当額 

自動車 
自動車以外の原動 

機付きの交通用具 

2km以上  4km未満 2,600円 2,000円 

4km以上  6km未満 4,000円 2,000円 

6km以上  8km未満 5,300円 2,700円 

8km以上 10km未満 6,600円 3,300円 

10km 以上 12km 未満 7,900円 4,000円 

12km 以上 14km 未満 9,200円 4,600円 

14km 以上 16km 未満 10,600円 5,300円 

16km 以上 18km 未満 11,900円 6,000円 

18km 以上 20km 未満 13,200円 6,600円 

20km 以上 22km 未満 14,500円 7,300円 

22km 以上 24km 未満 15,900円 8,000円 

24km 以上 26km 未満 17,200円 8,600円 

26km 以上 28km 未満 18,500円 9,300円 

28km 以上 30km 未満 19,800円 9,900円 
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片道の 

自動車等の 

使用距離 

手当額 

自動車 
自動車以外の原動 

機付きの交通用具 

30km 以上 32km 未満 21,100円 10,600円 

32km 以上 34km 未満 22,500円 11,300円 

34km 以上 36km 未満 23,800円 11,900円 

36km 以上 38km 未満 25,100円 12,600円 

38km 以上 40km 未満 26,400円 13,200円 

40km 以上 45km 未満 29,300円 14,700円 

45km 以上 50km 未満 31,900円 16,000円 

50km 以上 55km 未満 34,700円 17,400円 

55km 以上 60km 未満 37,100円 18,600円 

60km 以上 65km 未満 39,000円 19,500円 

65km 以上 70km 未満 42,000円 21,000円 

70km 以上 75km 未満 45,000円 22,500円 

75km 以上 80km 未満 48,000円 24,000円 

80km 以上 85km 未満 50,900円 25,500円 

85km 以上 90km 未満 53,900円 27,000円 

90km 以上 95km 未満 56,900円 28,500円 

95km 以上 59,900円 30,000円 

 

⑶ 特殊勤務手当 

 ア 支給対象（平成 31年 4月 1日適用） 

ふたば未来学園中学校の開校に伴い、支給対象となる

職等が改められた。 

イ 支給額 

(平成 30年 4月 1日(※1)、平成 31年 4月 1日(※2)適用) 

夜間特殊業務手当について、次のとおり改められた。 

区 分 手当額 

寄宿舎等に宿泊する児童、生

徒の指導監督及び寄宿舎等の

管理業務 

 

 農作物の栽培又は家畜の

飼育に関して行う実習を伴

うもの 

勤務 1回 7,400円(※1) 

上記以外のもの 勤務 1回 6,100円(※2) 

 

⑷ へき地手当等（平成 31年 4月 1 日適用） 

  市町村立学校の統廃合等に伴い、へき地学校等の級別区 

分が改められた。 

 

⑸ 宿日直手当（平成 31 年 4月 1日適用） 

  勤務の区分及び支給額が次のとおり改められた。 

 

勤務の区分 

手当額 

宿日直勤務

(5時間未満

の勤務除く) 

5 時間未満の

宿日直勤務 

 本来の勤務に従事しない

で行う庁舎、校舎、設備、

備品、書類等の保全、外部

との連絡、文書の収受、庁

舎又は校舎の監視等を目的

とする勤務 

 

 

5,300円 

 

 

2,650円 

高等学校、中学校及び特別

支援学校の寄宿舎における

児童、生徒の生活指導等の

ための定時的巡視等を目的

をとする勤務 

 

 

6,100円 

 

 

3,050円 

 

⑹ 期末・勤勉手当（平成 30年 12 月 1日適用） 

    支給割合が次のとおり改められた。 

◎一般職員                                              

 区分 6 月期 12月期 年間支給割合 

改正前 期末手当 

勤勉手当 

1.225ケ月 

 0.90ケ月 

1.325ケ月 

 0.90ケ月 

2.55ケ月 

1.80ケ月 

計 

4.35ケ月 

改正後

(30年度) 

期末手当 

勤勉手当 

1.225ケ月 

 0.90ケ月 

1.325ケ月 

 0.95ケ月 

2.55ケ月 

1.85ケ月 

計 

4.40ケ月 

 

(31年度) 

期末手当 

勤勉手当 

1.275ケ月 

0.925ケ月 

1.275ケ月 

0.925ケ月 

2.55ケ月 

1.85ケ月 

計 

4.40ケ月 

 

◎特定幹部職員 

 区分 6 月期 12月期 年間支給割合 

改正前 期末手当 

勤勉手当 

1.025ケ月 

 1.10ケ月 

1.125ケ月 

 1.10ケ月 

2.15ケ月 

2.20ケ月 

計 

4.35ケ月 

改正後

(30 年度) 

期末手当 

勤勉手当 

1.025ケ月 

 1.10ケ月 

1.125ケ月 

 1.15ケ月 

2.15ケ月 

2.25ケ月 

計 

4.40ケ月 

 

(31年度) 

期末手当 

勤勉手当 

1.075ケ月 

1.125ケ月 

1.075ケ月 

1.125ケ月 

2.15ケ月 

2.25ケ月 

計 

4.40 ケ月 

 

 

 

 

第７節 附属機関等                            

１ 福島県社会教育委員の会議 

根拠法令 

 社会教育法（昭和 24 年法律第 207号）第 15条並びに福島県社会教育委員の委嘱の基準、定数及び任期に関する条例（昭和

24年福島県条例第 56条） 
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目的 

 社会教育に関する諸計画を立案するとともに教育委員会の諮問に応じ、意見を述べたり必要な研究調査を行ったりし、社会

教育に関して教育長を経て教育委員会に助言する。 
 

⑴ 福島県社会教育委員                       任期 平成 30年６月 20 日∼ 令和２年６月 19日 

区 分 氏 名 役  職  名 備 考 

学校教育関係者 髙橋  澄子 小学校長会（新地町立新地小学校長）  

大和田 康夫 中学校長会（本宮市立本宮第一中学校長）  

吉津 三千彦 高等学校長会（福島県立福島南高等学校長）  

社会教育関係団体

の関係者 

 

黒田 知恵子 福島県公民館連絡協議会会長  

中島   功 福島県市町村社会教育委員連絡協議会顧問  

齋藤  裕子 福島県ＰＴＡ連合会母親代表理事  

石川  美知 福島県婦人団体連合会評議員  

山岸  敦子 ガールスカウト福島県連盟長  

齋藤 雄一郎 福島県商工会連合会 副議長 

清水  国明 ＮＰＯ法人明日飛子ども自立の里理事長  

家庭教育関係者 星   尚子 福島県家庭教育インストラクター連絡協議会理事  

学識関係者 木暮  照正 福島大学地域創造支援センター教授 議長 

前川  直哉 福島大学総合教育研究センター特任准教授  

本多   環 福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授  

公 募 佐藤  房枝 農業  

大友  靖子 主婦  

 

⑵ 定例会の開催 

 ア 第１回定例会 

  (ｱ) 日時  平成 30年７月 17日（火） 

   (ｲ) 場所    杉妻会館３階「百合」 

   (ｳ) 内容 

    ａ 報告事項 

         平成 30年度社会教育に関する主要施策・事業の 

概要について 

    ｂ 審議事項 

         福島県社会教育委員の会議のあり方について 

     地域と学校の連携のあり方について 

イ 第２回定例会 

  (ｱ) 日時 平成 31年２月 19日（火） 

   (ｲ) 場所 杉妻会館３階「鈴蘭」 

   (ｳ) 内容 

    ａ 報告事項 

         平成 30年度社会教育関係事業報告について 

      平成 31 年度社会教育関係主要施策・事業（案）に

ついて 

    ｂ 審議事項 

      地域と学校の連携・協働のあり方について 

 

２ 福島県文化財保護審議会 

⑴ 福島県文化財保護審議会委員                    任期 平成 29年４月１日∼ 平成 31年３月 31日 

氏 名 所 属 等 担 当 分 野 備 考 

阿部  俊夫 元郡山女子大学短期大学部准教授・地方史研究協議会 古文書、歴史資料  

荒木  志伸 山形大学基盤教育院准教授・東北史学会・日本考古学協会 考古資料、史跡、埋蔵文化財  

伊藤    喜良 （福島大学名誉教授）・日本経済大学非常勤講師・歴史学研究会

・東北史学会・日本史研究会 

古文書(中世)・書跡・典籍 会 長 

懸田    弘訓 会津大学非常勤講師・民俗芸能学会・福島県民俗学会・ 

日本民俗音楽学会 

有・無形民俗文化財 

 

副会長 

狩野  勝重 元日本大学教授・工学博士・日本建築学会・ 

伝統建築文化推進協議会・文化財景観保全調査室（個人事務所） 

建造物・伝統的建造物群  

佐藤   琴 山形大学学術研究院准教授・美術史学会・国際浮世絵学会 絵画  



- 21 - 
 

氏 名 所 属 等 担 当 分 野 備 考 

永広    昌之 東北大学総合学術博物館・東北大学名誉教授・日本地質学会・ 

日本古生物学会・地学団体研究会・日本博物科学会 

天然記念物（地質鉱物、古生

物） 

 

鈴木  俊行 （公財）福島県都市公園・緑化協会福島空港公園事務所長・ 

樹木医学会・日本造園学会・日本桜学会 

天然記念物(植物)  

髙橋 あけみ 仙台市博物館主幹・美術史学会・漆工史学会・茶の湯文化学会 工芸品・染織  

竹原  明秀 岩手大学教授・日本生態学会・植生学会・日本植物学会 天然記念物(植生)  

辻   秀人 東北学院大学教授・日本考古学協会・福島県考古学会・ 

全日本博物館学会 

考古資料・史跡・埋蔵文化財  

塘   忠顕 福島大学教授・日本動物学会・日本昆虫学会・日本発生生物学会 天然記念物（動物）  

藤井 英二郎 （千葉大学名誉教授）・日本庭園学会・日本造園学会 史跡・名勝（庭園）  

守谷  早苗 福島市史編纂室（嘱託員）・東北史学会・国史談話会 歴史資料  

若林   繁 元東京家政大学教授・美術史学会 彫刻  

 

⑵ 会議 

 ア 第 1 回審議会 

  (ｱ) 期日 平成 30年 10月 15日(木) 

  (ｲ) 場所 福島県本庁舎３階 商労文教委員室 

  (ｳ) 内容 

     ａ 福島県指定文化財候補等の審議 

イ 第２回審議会 

  (ｱ) 期日 平成 31年２月 13日(水)  

  (ｲ) 場所 福島県庁西庁舎９階 教育委員室  

  (ｳ) 内容 

   ａ 福島県指定文化財候補等の審議 

   ｂ 新たな県指定文化財の候補について 

 

第８節 市町村教育委員会 

 １ 概要 

 本県の市町村教育委員会数は､平成 30年 5月 1 日現在､13 市 46町村 1 組合の計 60 である｡ 

 県教育委員会は､市町村教育委員会連絡協議会､都市教育長協議会､町村教育長協議会等との密接な連絡､連携のもとに､教育

行政の適正な事務の執行と管理に努めている｡ 

 

 ２ 組織 

 平成 30 年 5 月 1 日現在､県内各市町村教育委員会の委員長 

及び教育長は次のとおりである｡ 

教育委員会名 委員長･職務代理者 教 育 長 

県北(8) 

福島市 佐藤 玲子 本間  稔 

伊達郡川俣町 戸田 文士 佐久間裕晴 

伊達市 髙野 保夫 菅野 善昌 

伊達郡桑折町 柴田 宣広 会田 智康 

伊達郡国見町 高橋 幸子 岡﨑 忠昭 

二本松市 佐藤 英之 丹野  学 

安達郡大玉村 伊藤 忠和 佐藤 吉郎 

本宮市 谷  明子 青田  誠 

県中(12) 

郡山市 阿部 亜巳 小野 義明 

須賀川市 深谷 敬一 柳沼 直三 

岩瀬郡鏡石町 力丸 次雄 髙原孝一郎 

岩瀬郡天栄村 小針 克彦 久保 直紀 

石川郡石川町 有松 良治 田口 和憲 

石川郡玉川村 大木 孝行 鈴木 文雄 

石川郡平田村 上遠野泰基 吾妻 幹廣 

石川郡浅川町 岡田 初明 内田 賢壽 

石川郡古殿町 水野 悦男 矢吹 伸一  

田村市 増田 英子 飯村 新市 

田村郡三春町 武地 優子 髙橋 正美 

田村郡小野町 大千里義市 西牧 裕司 

県南(9) 

白河市 金子 英昭 星  浩次 

西白河郡西郷村 勝又千賀子 鈴木 且雪 

西白河郡中島村 水野谷剛夫 面川 三雄 

西白河郡矢吹町 水戸 勘十 栗林 正樹 

西白河郡泉崎村 山田 睦子 杉田久美子 

東白川郡棚倉町 松本 一夫 松本 市郎 

東白川郡塙町 星  春美 秦  公男 

東白川郡矢祭町 益子  敬 古張 金一 

東白川郡鮫川村 青戸 義之 奧貫  洋 
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教育委員会名 委員長･職務代理者 教 育 長 

会津(13) 

会津若松市 秋月 淳子 本田  樹 

耶麻郡磐梯町 南部あゆみ 田中 靖則 

耶麻郡猪苗代町 鈴木 兵市 宇南山忠明 

喜多方市 武藤 修吉 大場 健哉 

耶麻郡北塩原村 斎藤 弘幸 鈴木 力雄 

耶麻郡西会津町 （ 欠 員 ） 江添 信城 

河沼郡会津坂下町 渡辺 秀一 鈴木 茂雄 

河沼郡湯川村 伊藤 幸喜 五十嵐長孝 

河沼郡柳津町 鈴木  礼 目黒健一郎 

大沼郡会津美里町 小関れい子 新田 銀一 

大沼郡三島町 阿部 和彦 坂内 洋二 

大沼郡金山町 山口 京子 滝沢 敬樹 

大沼郡昭和村 本名  敬 本名 幸平 

南会津(5) 

南会津郡南会津町 渡部 謙一 星  英雄 

南会津郡下郷町 白石 光史 星  敏惠 

南会津郡檜枝岐村 星  賢二 平野 信之 

南会津郡只見町 角田 行雄 渡部 早苗 

南会津地方広域市町村圏組合 （ 欠 員 ） 星  英雄 

相双(12) 

相馬郡新地町 高崎 義典 佐々木孝司 

相馬市 宗形 明子 堀川 利夫 

南相馬市 大石 力彌 大和田博行 

相馬郡飯舘村 佐藤 眞弘 中井田 榮 

双葉郡浪江町 今野 秀則 畠山熙一郞 

双葉郡葛尾村 松本 敬一 小野田敏之 

双葉郡双葉町 大久保敏己 舘下 明夫 

双葉郡大熊町 嶋貫 光喜 武内 敏英 

 双葉郡富岡町 関本 征司 石井 賢一 

双葉郡川内村 秋元 優子 秋元  正 

双葉郡楢葉町 宇佐神正道 青木  洋 

双葉郡広野町 根本 修行 松本 正人 

いわき(1) 

いわき市 馬目 順一 吉田  尚 

 

３ 平成30年度市町村教育委員会援助指導の概要 

県教育委員会は､市町村教育委員会教育長会議､新任教育委

員研修会を開催して助言指導を行うとともに､教育行政関係の

諸資料等を配布して県内市町村教育委員会への援助に努めた｡ 

⑴ 平成30年度福島県市町村教育委員会教育長会議 

 ア 主催  福島県教育委員会  

 イ 期日  平成 30 年４月 10日(火)  

 ウ 会場  本庁舎５階 正庁  

 エ 出席者 市町村教育委員会教育長 59名  

 オ 内容 

   平成 30年度教育庁各課（室）・所の重点施策の説明 

⑵ 平成30年度福島県市町村教育委員会新任教育委員研修会 

ア 主催  福島県市町村教育委員会連絡協議会 

       福島県教育委員会 

イ 期日  平成 30年 11月 19日 (月) 

ウ 会場  本庁舎５階 正庁  

エ 参加者 

   平成 29年 11月 22日から平成 30年 9月 30日の間に任

命された委員及び、それ以前に就任し未参加の委員 30名 

 オ 内容 

○講話 

・演題 ｢教育委員に期待するもの｣ 

・講師 福島県教育委員会教育長    鈴木 淳一 

○講話 

・演題 ｢教育委員に求められる構えと職責｣ 

   ・講師 元福島県市町村教育委員会連絡協議会副会長 

                      藤田 克彦 

  ○講義 

   ・演題 ｢教育委員会の組織と運営について｣ 

・講師 福島県教育庁職員課管理主事  吉田 圭輔 

 

第９節 職員団体との話合い 

 平成 30年度における｢福島県教職員組合｣｢福島県高等学校

教職員組合｣｢福島県立高等学校教職員組合｣｢福島県学校事務

労働組合｣との話合いのうち､主なものは次のとおりである｡ 

 

１ 福島県教職員組合 

⑴ 平成 30 年４月 26日 

 ア 再任用職員の待遇改善等について 

 イ 臨時的任用職員、非常勤職員の待遇改善について 

 ウ 講師不足について 

 エ 県独自の学力調査について 

 オ 家庭学習スタンダードについて 

 カ 除染廃棄物の搬出について 

 ケ 休暇制度について 

 コ 教職員の多忙化解消について 

⑵ 平成 30 年 11月８日 

 ア 人事委員会勧告等について 

 イ 学校事務の共同連携等について 

 ウ 再任用について 

 エ 会計年度任用職員制度について 

 オ 講師不足について 

 カ 人事異動について 

 キ 高校生のための栄養教室について 

 ク 休暇制度について 

 ケ 教職員の多忙化解消について 

 コ 県独自の学力調査について 
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⑶ 平成 30 年 11月 26 日 

 ア 人事委員会勧告等について 

 イ 部活動、特設クラブに関する協議会について 

 ウ 再任用について 

 エ 休暇制度について 

 オ 学校事務職員の研修について 

 カ 県民健康調査等に係る負担について 

 キ 臨時的任用職員の処遇改善について 

 ク ふくしま学力調査について 

 ケ 教職員の多忙化解消について 

 

 ２ 福島県高等学校教職員組合 

⑴ 平成 30 年４月 27日 

 ア 県立高等学校改革計画について 

 イ ３０人学級編制等について 

 ウ 特別支援教育の環境整備について 

 エ 人事評価制度について 

 オ 諸手当について 

 カ 実習助手単独の引率等について 

 キ 教員採用について 

  ク 教職員の多忙化解消について 

 ケ 休暇制度について 

⑵ 平成 30 年 11月 12 日 

 ア  人事委員会勧告について 

 イ 高齢層等の給与について 

 ウ 諸手当について 

 エ 人事評価制度について 

 オ 高速道路利用基準について 

 カ 教員採用について 

 キ 休暇制度について 

 ク ハラスメント対策について 

⑶ 平成 30 年 11月 27 日 

 ア 県立高等学校改革実施計画について 

 イ ３０人学級編制等について 

 ウ 養護教諭、学校司書等の配置について 

 オ 特別支援の教室不足解消について 

 カ 旅費、需用費の確保について 

 キ 通級指導について 

 ク 教育環境の充実について 

 ケ 教職員の多忙化解消について 

 コ 休暇制度について 

 

 ３ 福島県立高等学校教職員組合 

⑴ 平成 30 年４月 27日 

 ア 宿日直手当について 

 イ 会計年度任用職員制度の導入等について 

 ウ 校舎等の維持・修繕について 

 エ 新聞購入費について 

 オ エアコン設置について 

 カ 特別支援学校の教育の充実について 

 キ 教職員の多忙化解消について 

 

 

 

 

⑵ 平成 30 年 11月 12 日 

 ア 人事委員会勧告等について 

 イ モニタリングポストについて 

 ウ ハラスメントへの対応等について 

 エ 臨時的任用職員の待遇改善について 

⑶ 平成 30 年 11月 27 日 

 ア 会計年度任用職員制度の導入等について 

 イ 人事評価制度について 

 ウ モラルハラスメントについて 

 エ 人事公募制度について 

 オ  再任用について 

 カ モニタリングポストについて 

 キ エアコン設置について 

 ク 障がい者雇用について 

 ケ 臨時的任用職員の待遇等について 

 コ 教職員の多忙化解消について 

 

 ４ 福島県学校事務労働組合 

⑴ 平成 30 年４月 26日 

 ア 主任主査の拡大について 

 イ 学校事務の共同連携について  

 ウ 在職者調整の救済措置について 

 エ 公務貢献について 

 オ 再任用について 

 カ 離任式の実施日について 

 キ 人事評価について 

⑵ 平成 30 年 11月８日 

 ア 人事委員会勧告等について 

 イ 主任主査の拡大について 

 ウ 学校事務の共同連携について 

 エ 公務貢献について 

オ 職員の配置について 

 カ 再任用について 

 キ 職員の採用について 

 ク 臨時的任用職員の待遇改善について 

 ケ 多忙化解消について 

⑶ 平成 30 年 11月 26 日 

 ア 人事委員会勧告等について 

 イ 主任主査の拡大について 

 ウ 学校事務の共同連携について 

 エ 公務貢献について  

 オ 職員の配置について 

  カ 臨時的任用職員の待遇改善について 

 キ 再任用について 

 ク 多忙化解消にについて 
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第 10節 不利益処分審査請求事件及び損害賠償等請求事件 

１ 不利益処分審査請求事件 

 平成 31年３月 31日現在､不利益処分審査請求事件として審理中のものは 2 件、平成 30年度中に終結したものは、１件及び請求

取下げが 1 件であり､その概要及び進行状況等は下表のとおりである。 

請求事件名 請求年月日 請 求 の 内 容 請 求 者 備 考 

公文書開示一部開示決

定取消請求事件 

平 29.10.31 平 29. 8.27付で請求のあった公文書の一部

開示決定処分についてその取消及び変更を

請求 

当該公文書開示 

請求人 

 

書面審理中 

退職手当支給制限処分

取消請求事件 

平 29.12.19 平 29.10.20 付退職手当支給制限処分につ

いてその取消を請求 

元公立小学校 

教員 

書面審理中 

懲戒処分取消請求事件 平 30. 1.17 平 29.10.20 付退職手当支給制限処分につ

いてその取消を請求 

元公立小学校 

教員 

終結 

平 31. 2.26棄却 

懲戒処分取消請求事件 平 30. 2. 1 平 29.12.15 付懲戒処分についてその取消

を請求 

元公立小学校 

教員 

請求取下げ 

 

２ 損害賠償等請求事件 

平成 31年 3月 31日現在､損害賠償等請求等事件として係属中のものは 3件であり、その概要及び進行状況等は下表のとおり

である｡  

請求事件名 請求年月日 請 求 の 内 容 請 求 者 備 考 

安全な場所で教育を受ける

権利の確認等請求事件 

 

平 26. 8.29 

平 27. 1.14 

平 28. 5.10 

安全な場所で教育を受けることができ

る権利の確認等 

県内住民 

多数 

係属中 

 

損害賠償請求事件 平 29. 6. 6 義務教育無償とする施策を策定・実施し

ていないという不作為を違法事由とし

て損害賠償を請求 

県内住民 係属中 

損害金請求事件 平 30. 9.21 原告に指導改善研修を実施した事は、裁

量権を逸脱・濫用しており、原告に精神

的損害を与えたとして損害金を請求 

公立中学校 

教員 

係属中 

 

第 11節 公益法人等の指導等並びに公益信託の状況 

 １ 公益法人等 

 平成 31年 3月 31日現在、県教育委員会の所管に属する公

益法人等は 50法人である。 

 各法人から事業報告書・収支決算書、事業計画書、収支予

算書等の提出を求めた。 

 法人ごとの内訳は下表のとおり。 

法人種別
 所管する 

法 人 数 

平成 30 年度に公益法人又は

一般法人に移行した法人数 

公益財団法人 26 1 

公益社団法人  2 0 

一般財団法人 18 0 

一般社団法人  3 0 

特例民法法人  1 - 

計 50 1 

  

２ 公益信託 

 平成 31年 3月 31日現在、県教育委員会の所管に属する公

益信託は 3 件である｡ 

 なお、平成 30年度新たに引き受けを許可した公益信託はな

い｡ 
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第 12節 表彰及び叙勲 

 平成 30 年度教育・文化関係表彰式は、11 月 1 日(木)とう

ほう・みんなの文化センター（福島県文化センター）、平成

31 年 2 月 6 日(水)杉妻会館において､それぞれ厳粛のうちに

も盛大に行われた｡ 

また､文部科学大臣による地方教育行政功労者表彰式は 10 

月 12 日(金)に文部科学省講堂において､また､教育者表彰式

は 11月 30 日(金)､文部科学省講堂において､それぞれ行われ

た｡ 

 

 １ 教育・文化関係表彰 

⑴ 地方教育行政功労者(5名) 

    (前)二本松市教育委員会委員長     宮前  貢 

(前)鏡石町教育委員会教育長      髙原孝一郎 

(前)喜多方市教育委員会教育長      芳賀 忠夫 

(前)只見町教育委員会教育長      齋藤 修一 

広野町教育委員会委員         猪狩 順子 

⑵ 学校教育功労者(16名) 

福島市立福島第三小学校長       小関 明善 

伊達郡桑折町立醸芳小学校長      木村 政文 

福島市立福島第一中学校長       伊藤 隆幸 

郡山市立郡山第三中学校長       荻野 由則 

石川郡石川町立石川中学校長      小玉 陽彦 

白河市立白河第一小学校長       大杉 和規 

東白川郡棚倉町立棚倉中学校長     永山 美雄 

南会津郡南会津町立田島中学校長    馬場 俊忠 

双葉郡浪江町立浪江小学校長      遠藤 和雄 

南相馬市立原町第一中学校長      梅田 善幸 

いわき市立平第一小学校長         伊達多津也 

福島県立安積高等学校長        渡辺  昇 

福島県立会津高等学校長        山内 正之 

福島県立原町高等学校長        佐川 尚史 

福島県立大笹生支援学校長       片寄  一 

福島県教育庁理事兼教育次長      大沼 博文 

⑶ 社会教育関係 

 ア 社会教育功労者（3 名） 

白河市社会教育委員          今野登志子 

  (前)喜多方市社会教育指導員      髙橋 明子 

ガールスカウト福島県連盟連盟長    山岸 敦子 

 イ 功績顕著な団体・施設（3団体・3施設） 

 〈社会教育団体〉 

磐梯町立磐梯第一小学校父母と教師の会 

  レディースニューライフ 

  只見町立明和小学校ＰＴＡ 

  〈社会教育施設〉 

須賀川市岩瀬公民館 

  会津若松市生涯学習総合センター 

  猪苗代町図書歴史情報館 

 

 

 

⑷ 文化財保護関係 

 ア 文化財保護功労者(1名) 

  田村市文化財保護審議会委員       若松富士雄 

 イ 功績顕著な団体（1 団体） 

   石陽史学会 

⑸ 学校体育・学校保健関係 

 ア 学校保健功労者(3名) 

  福島県立福島高等学校学校歯科医    渡邉 一民 

    福島市立平野小学校長         重巣 吉美 

    喜多方市立塩川小学校栄養教諭     長嶺恵美子 

イ 功績顕著な施設（1施設） 

   只見町学校給食センター 

⑹ へき地教育関係 

 ア へき地教育功労者(2名) 

耶麻郡猪苗代町立翁島小学校長     星  善樹 

    会津若松市立大戸中学校長       馬場  勇 

 イ 功績顕著な団体(1団体) 

    相馬郡飯舘村立飯舘中学校 

⑺ 特別支援教育関係 

 ア 特別支援教育功労者(2名) 

(前)福島県特別支援教育振興会会長    栁沼 穹壹 

(前)福島県立平支援学校看護師      鈴木志保子 

⑻ 永年勤続関係 

 小学校 中学校 県立学校 教育庁 計 

校 長  31  13  14   58 

教 頭  42  19  15   76 

教 員 324 226 183  733 

計 397 258 212  15 882 

 

⑼ 特別功績者 

 ア 児童・生徒(団体)の部(7 団体) 

    ○ 福島市立野田小学校マーチングバンドクラブ 

    ○ 白河市立白河第一小学校特設器楽クラブ 

  ○ 郡山市立郡山第五中学校合唱部 

   ○ 猪苗代町立猪苗代中学校男子バドミントン部 

    （富岡町立富岡第一中学校男子バドミントン部） 

  ○ 猪苗代町立猪苗代中学校女子バドミントン部 

    （富岡町立富岡第一中学校女子バドミントン部） 

  ○ 郡山高等学校合唱部 

   ○ ふたば未来学園高等学校女子バドミントン部  

 イ 優秀教職員の部(21 名) 

    国見町立国見小学校     教  諭  阿部 淳子 

  郡山市立開成小学校      教  諭  齋藤 信夫 

  郡山市立薫小学校      教  諭  髙橋久美子 

  白河市立白河第三小学校   教  諭  江花 洋介 

    西郷村立小田倉小学校    教  諭  鈴木恵美子 

  喜多方市立塩川小学校    教  諭  五ノ井達也 
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  いわき市立平第五小学校    教  諭  平子 真紀 

  郡山市立郡山第一中学校   教  諭  折笠健二郎 

  古殿町立古殿中学校      教  諭  井谷 定雄 

  三春町立岩江中学校      教  諭  海老原 篤 

  喜多方市立塩川中学校     教  諭  橋谷田 亨 

  会津美里町立高田中学校    教  諭  横山 永哉 

  南会津町立荒海中学校    教  諭  星  美和 

  只見町立只見中学校     主  査  梁取 勝伸 

  新地町立尚英中学校      教  諭  田野入秀浩 

  楢葉町立楢葉中学校      教  諭  松本 涼一 

  いわき市立植田中学校     教  諭  吉田  裕 

  福島県立安積黎明高等学校  教  諭  遠藤 喜光 

  福島県立会津学鳳高等学校  教  諭  雪下 良治 

  福島県立湯本高等学校    教  諭  鈴木美加子 

  福島県立大笹生支援学校    教  諭  二階堂俊介 

 ウ 優秀教職員（団体）の部(1 団体) 

    只見町立朝日小学校 

 

  ２ 文部科学大臣表彰 

⑴ 地方教育行政功労者表彰(5名) 

  (前)中島村教育委員会教育長       佐藤 正敏 

  飯舘村教育委員会委員          佐藤 眞弘 

  矢祭町教育委員会委員          片野 宗和 

  (前)伊達市教育委員会教育長        湯田 健一 

    (前)会津美里町教育委員会教育長     佐治 和則 

⑵ 教育者表彰(3名) 

    福島県立安積高等学校長           渡辺  昇 

    南相馬市立原町第一中学校長           梅田 善幸 

  桑折町立醸芳小学校長              木村 政文 

 

 ３ 春・秋・高齢者叙勲、死亡叙位・叙勲 

⑴ 平成 30 年春の叙勲 

 ア 瑞宝双光章 

  神田  紀(教育功労 元福島市立岳陽中学校長) 

遠藤 和夫(教育功労 元いわき市立小名浜第一小学校長) 

  藤田 克彦(教育功労 元白河市立白河第二小学校長) 

  今野 滋子(教育功労 元福島市立福島第四小学校長) 

  日下 幸雄(教育功労 元会津若松市立第二中学校長) 

  下山田和順(教育功労 元いわき市立平第三小学校長) 

  伊藤 末吉(教育功労 元二本松市立二本松第一中学校長) 

  秋山  茂(教育功労 元いわき市立平第三中学校長) 

⑵ 平成 30 年秋の叙勲 

 ア 瑞宝小綬章 

  三島 信幸(教育功労 元福島県立原町高等学校長) 

  佐藤 彦一(教育功労  元福島県立安積黎明高等学校長) 

  湊 耕一郎(教育功労  元福島県立橘高等学校長) 

鈴木 弘文(教育功労  元福島県立磐城高等学校長) 

 イ 瑞宝双光章 

    冨岡 高春(教育功労 元石川町立石川中学校長) 

   田崎 敬修(教育功労 元喜多方市立第一小学校長) 

   室井 君男(教育功労 元福島市立森合小学校長) 

   土屋 重憲(教育功労 元猪苗代町立猪苗代中学校長) 

⑶ 高齢者叙勲(平成30年4月1日～平成31年3月1日発令) 

 ア 瑞宝小綬章(教育功労) 

    鈴木 輝男（元福島県立耶麻農業高等学校長） 

  横山 元雄（元福島県立双葉農業高等学校長） 

  釜野井真一（元福島県立平工業高等学校長） 

  五十嵐庸夫（元福島県立白河女子高等学校長） 

 イ 瑞宝双光章(教育功労) 

    國分 一夫（元本宮町立本宮小学校長） 

    白石 信雄（元矢祭町立内川小学校長） 

    堀江富美翁（元棚倉町立高野小学校長） 

    鈴木  博（元いわき市立宮小学校長） 

    本田雄一郎（元福島市立飯坂小学校長） 

    青山 清男（元会津若松市立行仁小学校長） 

    角田 利朗（元天栄村立天栄中学校長） 

    齋藤 松雄（元福島県立福島明成高等学校学校医） 

    坂本 守正（元福島市立笹谷小学校長） 

    三瓶 積善（元大越町立大越中学校長） 

    秋葉 芳吉（元国見町立藤田小学校長） 

    菊地 隆夫（元玉川村立泉中学校長） 

    小松  眞（元いわき市立平第五小学校長） 

    佐藤 幹夫（元河東町立河東中学校長） 

    白石 光雄（元塙町立那倉小学校長） 

    白土 信美（元いわき市立泉中学校長） 

    夏井 宏治（元三春町立中郷小学校長） 

    油坐 三治（元いわき市立湯本第一中学校長） 

    蓬田 文雄（元須賀川市立第三中学校長） 

    伊藤 集三（元いわき市立高坂小学校長） 

    内田 宗壽（元浅川町立浅川小学校長） 

    遠藤 四郎（元郡山市立郡山第五中学校長） 

    浮内  彰（元小野町立小野新町小学校長） 

    大平 喜好（元いわき市立夏井小学校長） 

    鈴木  茂（元いわき市立好間第一小学校長） 

    鈴木  實（元いわき市立豊間小学校長） 

    獨鈷 元夫（元会津若松市立湊中学校長） 

    眞壁  正（元会津坂下町立広瀬小学校長） 

    松本 昭五（元船引町立移小学校長） 

    有賀  究（元平田村立小平小学校長） 

    海上  彰（元福島市立平野中学校長） 

    北村 光男（元白河市立白河中央中学校長） 

    君  佳明（元会津若松市立門田小学校長） 

    草野 文弥（元いわき市立勿来第一小学校長） 

    小針 信喜（元西郷村立西郷第一中学校長） 

    齋藤 豊一（元西会津町立西会津中学校長） 

    遠藤 康代（元安達町立上川崎小学校長） 

    笠間 富久（元柳津町立柳津小学校長） 

川村  名（元いわき市立植田小学校長） 

田中 宗光（元会津高田町立永井野小学校長） 

村上  武（元福島市立北沢又小学校長） 
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佐藤  悳（元福島市立森合小学校長） 

鈴木 宏平（元いわき市立小名浜東小学校長） 

宮内 壽雄（元いわき市立小名浜第一中学校長） 

遠藤 忠藏（元福島市立岳陽中学校長） 

片山 俊雄（元新鶴村立新鶴小学校長） 

小野 賢男（元いわき市立湯本第三中学校長） 

佐藤 光之（元いわき市立磐崎中学校長） 

白岩  清（元船引町立船引小学校長） 

福本 分吾（元いわき市立藤原小学校長） 

⑷ 死亡叙位・叙勲 

《平成 30年度》 

ア 従五位・瑞宝小綬章 

永井 祥一（元福島県立福島北高等学校長） 

堀金 敏幸（元福島県立郡山商業高等学校長） 

佐藤  正（元福島県立須賀川女子高等学校長） 

イ 従五位・瑞宝双光章 

宗形 邦夫（元福島市立清水小学校長） 

ウ 従五位 

佐藤 禎助（元福島県立白河高等学校長） 

冨永 三郎（元福島県立小名浜水産高等学校長） 

神野 忠雄（元郡山市立郡山第一中学校長） 

引地 尚譽（元月舘町立月舘小学校長） 

齋藤 重保（元福島県立小高工業高等学校長） 

佐藤 信久（元福島県立磐城高等学校長） 

寺岡 利雄（元小高町立小高小学校長） 

柿沼 良訓（元福島県立磐城女子高等学校長） 

エ 正六位・瑞宝双光章 

渡邊 時敏（元郡山市立永盛小学校長） 

野地 松男（元郡山市立郡山第七中学校長） 

塚本 文雄（元いわき市立湯本第一中学校長） 

山野邉信子（元いわき市立玉川中学校長） 

安田  茂（元福島市立福島第二中学校長） 

志賀  哲（元新地町立尚英中学校長） 

阿部 武市（元いわき市立平第五小学校長） 

青木 三郎（元いわき市立四倉小学校長） 

柳  哲雄（元白河市立白河第二中学校長） 

渡部 哲夫（元いわき市立湯本第三中学校長） 

田中  隆（元郡山市立郡山第一中学校長） 

渡邊 富子 

（元国見町梁川町大枝小学校組合立大枝小学校長） 

菊地 久男（元福島市立笹谷小学校長） 

菅田  永（元郡山市立東芳小学校長） 

渡部健次郎（元相馬市立桜丘小学校長） 

大竹 道雄（元須賀川市立大東小学校長） 

立谷 勇祐（元相馬市立桜丘小学校長） 

和知 重利（元白河市立五箇中学校長） 

小野 正夫（元保原町立上保原小学校長） 

高橋  勉（元郡山市立小山田小学校長） 

三島 好二（元いわき市立草野中学校長） 

武藤 寛郎（元二本松市立塩沢小学校長） 

新家 義基（元いわき市立平第二中学校長） 

渡邉 幸典（元郡山市立橘小学校長） 

佐藤 捷善（元川俣町立川俣小学校長） 

オ 正六位 

野村  順（元福島市立信夫中学校長） 

井戸沼哲夫（元中島村立滑津小学校長） 

竹内  健（元二本松市立二本松南小学校長） 

上野 啓次（元喜多方市立第一小学校長） 

佐藤  晃（元会津若松市立謹教小学校長） 

若林 五郎（元本郷町立本郷第一小学校長） 

井関 鉄雄（元会津若松市立城北小学校長） 

白岩  勇（元磐梯町立磐梯第一小学校長） 

小泉 勾一（元郡山市立多田野小学校長） 

佐藤 幹夫（元河東町立河東中学校長） 

カ 従六位・瑞宝双光章 

太田 勝弘（元原町市立原町第二小学校長） 

桑名 莞爾（元田島町立荒海小学校長） 

溝井 力男（元西郷村立西郷第二中学校長） 

山内 源二（元会津若松市立第五中学校長） 

三浦 光孝（元相馬市立中村第一中学校長） 

山内 卓雄（元只見町立只見小学校長） 

キ 従六位 

瀨谷  宏（元白河市立白河第三小学校長） 

羽田 義光（元福島市立岳陽中学校長） 

道山 昭次（元鏡石町立第一小学校長） 

芳賀 北彦（元いわき市立平第二中学校長） 

宗像 龍雄（元須賀川市立大東小学校長） 

江川  誠（元会津坂下町立若宮小学校長） 

菅野八重子（元新地町立駒ヶ嶺小学校長） 

松本 道夫（元浪江町立浪江中学校長） 

ク 正七位・瑞宝双光章 

伊藤 隆生（元北塩原村立裏磐梯中学校長） 

ケ 正七位 

齋藤 益三（元二本松市立二本松第二中学校長） 

 

第 13節 奨学育英   

１ 福島県奨学資金   

⑴ 貸与金額 

区    分
 

貸 与 月 額 

高等学校 

国公立  自宅   18,000円 

      自宅外  23,000円 

私 立  自宅   30,000円 

      自宅外  35,000円 

高等専門学校 18,000円 

大  学 
国公立             35,000円 

 私  立            40,000円 

入学一時金（H25～） (一括貸与)  500,000円 
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⑵ 平成 30 年度の貸与状況 

 ア 募集期間 

    (ｱ) 在学採用 

    平成 30 年 4月入学以降～6月 30日 

    (ｲ) 震災特例採用 

    平成 30 年 5月 1日～7 月 31日 

 イ 奨学生決定 

    (ｱ) 在学採用 

    平成 30 年 8月 10日（高等学校） 

    平成 30 年 8月 13日（大学・高等専門学校）  

    (ｲ) 震災特例採用 

    平成 30 年 9月 13日 

 ウ 貸与状況  

区 分 継続貸与 
新規貸与 

計 
応募者 貸与者 

高等学校 

(うち震災特例) 

340人

(178 人) 

222人

(127 人) 

214人

(127 人) 

554人 

(305 人) 

大    学 

高等専門学校 
292人 118人 91人 383人 

大学等 

入学一時金 
－  62人  48人 48人 

計 632人 402人 353人 985人 

 

 ２ 福島県高等学校定時制課程及び通信制課程 

  修学資金貸与制度      

⑴ 貸与月額 

  定時制課程 

   １～４学年             14,000円 

  通信制課程 

   １～４学年             14,000円   

⑵ 平成 30 年度の貸与状況 

学 年 別 定時制 通信制 計 

１ 年 生 

２ 年 生 

３ 年 生 

４ 年 生 

1 人 

1 人 

1 人 

0 人 

0 人 

0 人 

0 人 

0 人 

1 人 

1 人 

1 人 

0 人 

計    3人    0人    3人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


